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Chronology of Ink Jet Technologies

インクジェット技術年表

● 高画質化

● 高速化

● 信頼性向上&精度

● 低コスト化(BOX, ページ)

● 高機能化

1994
MFP
OfficeJet

1984
ThinkJet

1985
PaintJet

2012

普通紙画質

写真品質
画質&保存性

1996
淡インク
PM-700C

1997
2液反応(染料インク)
P-pop

吐出安定化
(保留)

1987
ラインヘッド
SGR

2000
双方向対応ヘッド

2002
2サイズノズル

2006
3サイズノズル

2007
2液反応(顔料インク)
Edgeline1994

共用紙
PB用紙

1993
マルチパルス
BJC600

1988
複写機
CBC-1

2000
縁なしプリント/レーベルプリント
PM-900C

1991
WF
NovaJet

1993
顔料インク/乾燥機構
DJ1200C

2003
ミニラボ
ＤDP-411

XXXX
捺染の最初は?

1986
8色濃中淡インク
RP-901

1986
ビデオプリンタ
RP-901

多様メディア対応
1990年頃代中頃
ソルベントインク
(UJF605C)

2000
UV硬化型インク
Onset

2007
インク循環
Xaar1990後半

脱気システム
Spectra Lung

1995
吐出状態検出
DesignJet750

インクジェット新規技術年表

2002
SHDJ
WC B900

2004
高粘度インク
GELJET

ミスト対応

XXXX
PPP駆動

1998
コゲ回復パルス
JW300

1990

2003
グロスオプティマイザ
PX-G900

XXXX
Cloud対応

1998
メモリダイレクト
PT-100

XXXX
操作手順

1986
強アルカリインク

1994
超浸透性
MJ-700V2C

1995
インク間反応
DJ850C

2001
反応液をローラーで塗布
J110(Lex)

2000
全色顔料
PM-700C 2003

つよインク
PM-G8001999

大気連通(温度依存なし)
BJ F8500 2008

Latexインク
DesignJet

2002
白インク
ぺんてる

1980年代遅く
ソリッドインク
(ExxonのインクとSpectra)

1998
マルチサイズMSDT
PM-770C

2004
静電吸着ベルト
GELJET

1999
自動Duplex
DJ970

2002
用紙種センサ
DJ990

19XX
ステーション方式
HP

XXXX
インク残量表示
(写真プリントが増えてきた)1999

2面縁なしプリント
PM-800C

1984
disposable
(HP)

1993
超浸透性
BJC-600

XXXX
FAX搭載

主流(定着) 亜流(定着) 絶滅

CISS

2000
2001?
フィルタインダイ
DJ850

出典：藤井他，日本画像学会誌，No. 51, Vol. 2 (2012)

水性インク

オイル系インク

ソルベントインク

UV硬化型インク

ソリッドインク
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2008-2010年

2014年-

2011-2013年

日本画像学会 関西シンポジウム (2010)
日本画像学会誌 Vol.49, No. 5 (2010)

日本印刷学会誌 Vol.48, No. 4 (2011)
日本画像学会誌 Vol.51, No. 2 (2012)

月刊研究開発リーダー 2014.1月号 (2014)
雑誌オーム2016年10月号 (2016)

Evolutionary Model 

進化形態

日本画像学会誌 Vol.55, No.5 (2016)
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Evolutionary Model 2

進化形態2

●高画質化 ●高速化 信頼性

微小滴化 駆動周波数向上 アクチェター寿命改善

高解像度化 多ノズル化 表面処理膜耐性

インク範囲拡大 ロバスト化(メンテ低減) フィルタ内蔵

サテライト抑制

吐出方向性安定化

浸透性制御 浸透性制御 色材精製

発色性 目詰まり耐性

多色化 耐候性

定着性(耐擦性)

均一広がり 吸収速度向上 耐擦性

光沢性 耐候性

吸収量向上

広がり制御(反応)

マルチパス

欠陥検出・補正 欠陥検出・補正

乾燥 乾燥

これまでのプリンタの基本性能は，プリント画質とプリント速度．

これら基本性能の向上は，少ない基本構成要素(技術)の性能向上に支えられてきた．

(System, Process)

機能集中型マーキング

基本構成要素技術

インク
(機能性液体)
インク
(機能性液体)

メディア
(紙，基板)

画像処理．形成

システム

メンテナンス

インク供給

プリントヘッド
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機能集中型マーキング

マーキングプロセスをインクと
メディアの相互作用のみに依存

基本技術要素(ヘッド，インク，メディ
ア)の性能向上により，プリンタの基本

性能向上

2005年?

機能集中型マーキング

機能分担型マーキング

2011年? デジタルファブリケーション
・ 機能性インクの性能向上
・ 高粘度液体吐出ヘッド

産業分野(捺染・ラベルの一部)
・ インクの高機能化・高性能化
・ 広範囲の液体をハンドリングできるプ

リントヘッド
・ メディア改質

• インク滴量
• 吐出周波数
• 実質解像度
• インク色数
• インク浸透性制御

小型・低コスト

大型・高BOXコスト付加機能，システムで課題に対応

・転写
・乾燥・定着
・2液反応システム
・欠陥検出・補正
・ (ラインヘッド)

印刷市場

作用点が増し，摺り合わせ技術

機能集中型マーキングであり，故にシンプルなプロセスを
特徴としてきたインクジェットは，現状の市場においては
限界(基本構成要素のspec.→プリンタの基本性能)を迎えて
いる．

基本要素技術の進化により，捺染を始めとする産業応用やDF領域は，機能集中
型マーキングとしての進化が望める．

高速・高画質を両立させ，さらに従来のIJメディアと異なる印刷市場は，課題

に対する新規機能，プロセスを加えた機能分担型の進化が必要とされている．
また擦り合わせ技術領域の新しいコンピテンシーが必要になる(まだどこも保
持していない)．

メディアをコントロールできれば

もしメディアをコントロールできれば，シンプルなインクジェットの特徴を活かした進化，発展ができるはず

Evolutionary Model 1

進化形態2
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Evolutionary Model 3

進化形態3

コンポーネントな知 ： システムを構成するコンポーネント(部品)の性能を高めるために必要な知

アーキテクチャルな知 ： コンポーネントを組み合わせ，最も性能の高いシステムにまとめあげる知

ドミナントデザインが固まると企業の組織やルールもこれに従うように変化する．このような状況ではド
ミナントデザインを崩すような考えは生まれにくく，ドミナトデザインを崩す新興が現れた場合に対応が
できない．

荷電偏向制御
発散

2値偏向，Stream

PIJ
TIJ
制電吸引他

19801968
アーキテクチャルな知 コンポーネントな知

主要市場における

組合せの試行錯誤

再び

アーキテクチャルな知?

2005~コンポーネントの高性能化

PIJ, TIJ

Captive CIJ等

ドミナントデザイン

連続噴射型

オンデマンド型

黎明期 発展期 普及期

展開期
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インクジェット方式

市場
技術の進化形態

連続噴射型

オンデマンド型

2値偏向，Stream

TIJ, PIJ

機能集中型
コンシューマ

オフィス

産業向け

機能分担型

DF

アーキテクチャル
な知

コンポーネントな知 アーキテク
チャルな知

1980 2005 現在

Hybrid

ドミナント
デザイン

進化の矛盾

 ドミナントデザインに基づいた組織，リソース配分からはアーキテクチャルな知は生まれにく
い(ベンチャーの役割)．

 摺り合わせ技術を必要とする機能分担型は，多様な技術手段も必要となる．

× 進化における矛盾が起きていないか?

Integrated Evolutionary Model

進化形態(統合)

商業印刷
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インクジェット技術交流会
[個人会員]

 インクジェット技術関連の情報発信・共有

SNS(Facebook)のClosed Group

 年間イベント参加資格(4回程度/年）

1. 専門講習会

2. WS
3. 見学会

インクジェット技術部会

・ 技術研究会企画・運営

・ 解説記事等の執筆

・ Imaging Café年末S担当

・ ICJ2016 WS企画

・ 技術講習会講師

・ 合宿研修会

 インクジェット技術交流会への参加申し込みは，日本画像学会HP，個人会員向けメールでアナウン
スします．(2016年末頃)．インクジェット技術交流会に対する質問，要望はインクジェット技術部
会委員へお願いします．

Information

お知らせ・・・インクジェット技術交流会

 これまでインクジェットに関する情報シェア，議論を行う場がほとんどない(ICJ，WS，技術研究会
は主に一方向の情報提供)．

 インクジェット応用の広がりに従い，日本画像学会に関連するプレイヤ以外からも，インクジェッ
ト技術に関する情報入手，議論の要求がある．

 もっと日常的に情報をシェア，議論できるコミュニティを作りたい．


